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■巻頭言 

 

おかしな天気が続いています。 

全国的に大雪が降ったかと思うと、桜のころを思わせる陽気、そして今日（この原稿を書いている 2 月

10 日）は濃霧です。広島経済大学は、広島市内を一望できる祇園の高台にありますが、今日はすぐ目の

前のイオンモールさえ霞んで見えます。 

ところで天気といえば、皆さんは、晴れと雨の境目をご覧になったことがあるでしょうか。実は私、高校

の体育の授業を受けていた時、グランドの半分だけ雨が降ったことがあります。これがかなりの集中豪雨

で、グランドの半分から向こうは、雨のカーテンで仕切られたように、黒く色が変わって見えます。グランド

を走って回るたびに、雨のエリア入ったり、晴れのエリアに出たりと、とても不思議な体験をしました。明ら

かにずぶぬれになるとわかっているエリアに自分から走って入っていくのはなんとも不快でしたが、グラン

ドを半周すると明らかに晴れのエリアに出るので、とても不思議な感覚で、最後には愉快で、仲間と一緒

に笑いながら走っていた覚えがあります。 

考えてみると経済・社会も、まだまだどしゃぶりの豪雨のただなかにいるわけですね。 

しかし、どんな雨にも境目があります。 

いつかその境目を抜けて、快晴の青空が臨めるものと信じて頑張りましょう。 

 

広島経済大学                    

経営学科主任・教授                

mailto:tk-oki@hue.ac.jp


キャリアアップ・プログラム・コーディネーター 

細井 謙一                 

 
 

■ プロの時代 

 

マーケティング演習 講師 

池田 信寛 教授 

 

２１世紀はプロの時代です。そう聞いて、これまでもプロがいただろうと言われる方も多いと思います。 

確かに、経験と勘の豊かな人たちが職場で活躍されてきたことは、否定できない事実です。いわゆる素

人と区別して玄人と呼ばれてきた人々がそれに当たります。もちろん、現在でも経験と勘も重要なプロフェ

ッショナルの要件です。しかしながら、そうした一部の玄人の経験と勘に頼ってばかりはいられない時代

になって来ました。理由は３つあります。 

１つは、市場の性質が複雑になるとともにその変化も激しくなると、一部の玄人でそれらすべてに対処

するのは不可能に近くなります。できるだけ多くの人が、その経験と勘を共有することで事柄に対処する

必要が出て来ました。２つ目の理由は、玄人の経験と勘を習得するには「技は盗め」と言われるように、

かなり長期にわたって修行しなければなりません。変化の激しい時代にはそれでは対応できません。玄

人の経験と勘を効率的に共有する必要が出て来ます。３つ目は、それらの経験と勘を効率的に習得する

ことができたとしても、ビジネスパーソンが直面する事象は個々によってかなりの差があり、経験や勘をそ

のまま生かすことが不可能になるからです。 

こうした時代に必要とされる力は、知恵の力です。知恵とは、「既存の知識から新しい知識（解決策）を

生む力」です。それには、物事の本質を言語化して理解する必要が出て来ます。経験と勘にも知恵が隠

れています。そして、それらの知恵を言語化してまとめたものが、一般的に言われる「理論」と呼ばれるも

のです。この理論を理解し、さらに重要なことは、それを使いこなす訓練を受け、さらに、個々の現場に合

わせて自分でオーダーメイドの理論を作ることです。 

このキャリアアップ・プログラムは、そのような知恵の習得を通じてプロになるお手伝いをしたいと思って

います。 

 

（以上） 

 
 

■ 3学期講義風景 

 

 

 

 

 

   水曜日 英語によるビジネスプレゼンテーション                木曜日 コーポレートファイ

ナンスの実際 

 

 



■3学期サマリーセッションのお知らせ 

 

3学期も早いもので、今週で４回目の講義が終了しようとしています。 

3学期終了後には、各学期を締めくくる“サマリーセッション”を下記の要領で行います。 

お申し込みは、以下のサイトの申込フォームにて、お願いいたします。 

http://www.hue.ac.jp/tagblocks_form/input.php?form_no=0000000036   

 

論題： 『約束の揺らぐとき』 

概要： 

今、さまざまな約束が揺らいでいます。政権公約、給料、雇用、経済成長などなど、経済や社会の変化

の波に押され、私たちが当然と信じていたものの多くが音を立てて崩れていきます。JAL の破綻、年金問

題、トヨタのリコールなど、最近のニュースにはこうした話題があふれています。こうした大きな約束が崩

れていくと、勤務先や家庭などでの小さな約束もやはり崩れてしまいます。 

 今回のサマリーセッションでは、社会全体で約束が揺らいでいるこの時期に、約束という問題について

多面的に考えてみたいと思います。約束とはそもそも何なのか、それはどんな結果を生むのか、私たちの

社会における様々な約束はどうなっていくのか。キャリアアップ・プログラム 3 学期担当の講師陣が一堂

に会し、この問題を論じます。 

 約束が揺らぐ、今、この時に、皆さんと一緒にこの問題を考えてみましょう。 

 ※サマリーセッションは、キャリアアップ・プログラム 3 学期の講師陣が一堂に会し、一つのテーマについ

て、それぞれの専門の立場から多面的に理解するためのパネル・ディスカッションです。これによって、キ

ャリアアップ・プログラム受講者の方に、受講された科目で得た知識を現実の問題に応用する応用練習

の場を提供することを目的にしています。 

 

日時：3月 5日午後７時より 

場所：立町キャンパス 4階 142教室 

定員：100名（締め切り日はありませんが、定員になり次第打ち切ります） 

司会： 教授 細井謙一（CP コーディネーター兼ビジネスマンのための心理学 講師） 

パネリスト（予定） 

 准教授 山内 昌斗（グローバルビジネスの事例研究 講師） 

 教授  池田 信寛（マーケティング演習 講師） 

 教授  鈴木 文三（英語によるビジネスプレゼンテーション 講師） 

 教授  渡辺 昌彦（コーポレートファイナンスの実際 講師） 

 教授  神田 義浩（ビジネスマンのための心理学 講師） 

 

さて、来年度の CP講座の概要が少しずつですが見えてまいりましたが、残念なことにまだ発表には至

っておりません。 

今年度(2009年度)は協賛いただいていました“メルパルク広島”での講義は 1学期で終了し、昨年の 2

学期より本学の立町キャンパスで CP講座を行っています。 

この立町キャンパス“IG石田学園ビル”を有効に活用するため、現在のキャリアアップ・プログラムを含

め本学内で色々と提案、検討されているため、来年度の CP講座の発表が遅れています。 

また来年度の CPが決まり、CPに関する詳しいご説明をご希望の企業・団体の方へは、お伺いしご説

明させて頂きます。資料も印刷が出来しだい送付させて頂きますので、ご遠慮なくお申し出ください。 

http://www.hue.ac.jp/tagblocks_form/input.php?form_no=0000000036


tk-oki@hue.ac.jp メールか、または 082-871-9345 教育・学習支援センター 沖まで直接お電話くださ

い。 
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